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安威川ダムの構造・機能について

安威川ダムの洪水調節は、人による操作を行わず、
貯水位に応じて洪水吐から自然に流れていく「自然調節方式」を採用しています。

洪水調節時は「常用洪水吐き」と「非常用洪水吐き」の2系統で放流し
ます。

※フラッシュ放流

常用洪水吐き
常用洪水吐きは、ダムの治水
計画の範囲内の降雨・出水が
あった場合に貯水池の水を安
全に下流へ流す施設です。

非常用洪水吐き
非常用洪水吐きは、貯水池の水位
がダムの高さを越えないように、
ダムの治水計画を超える降雨・出
水（超過洪水）があった場合でも、
貯水池の水を下流に流すことが
できる施設です。

洪水浸水想定区域
（26.0㎢）

安威川ダムの構造

安威川ダムの洪水調節の仕組み

ダムは大きな出水を減らしますが、同時に日頃
生じる小さな出水も減らしてしまうため、下流
河川の環境が変わる懸念があります。そのた
め、ダムに貯めた水を用いて、一時的に放流量
を増加させる「フラッシュ放流」を行い、人工的
に下流の河川敷に水が被らない程度の出水を
起こします。これにより、川底の土砂を移動さ
せたり、石に付いた泥や
藻類を洗い流して、自然
環境への影響を可能な
限り緩和します。

下流河川の維持のために必要な水と、フラッシュ放
流※ に必要な水を、取水設備から取り込み放流管の
ルートで放流します。

令和５年度のフラッシュ放流の予定等の
詳細については、大阪府安威川ダム建設
事務所HPをご覧ください。

●洪水吐き・放流管俯瞰図

平常時 洪水調節時

●洪水吐き・放流管縦断図
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安威川ダムの洪水調節の仕組み

流水の正常な機能の維持と農業用水のための流量を合わせた146万m³
下流河川の環境改善（フラッシュ放流※）のための放流に活用する94万m³

100年に1度の大雨が降った時のダム湖の水位
洪水をもたらす大雨を受けとめる容量1,400万m³

通常のダム湖の水位

注） 図はダム堤体を横から見たものです。
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渇水時の放流によって下がる水位
湖底に堆積する土砂の容量 160万㎥

水が貯まる容量 1,640万㎥

貯水池全体の容量 1,800万㎥

設計洪水位 H.W.L 128.9m
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S.W.L 125.0m
常時満水位 N.W.L 99.4m
最低水位 L.W.L 90.2m
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安威川ダムは、中心に土でコアをつくり、外部に岩を積み上げてつくる、
ロックフィルダムという形式を採用しています。


